令和○年○月○日
製造部長　○○様
出張報告書
標記の件、下記のとおりご報告申し上げます。

記
1. 出張先
○○センター　協賛ブース
2. 期間
令和○年○月○日　午前9時00分 ～ 午後3時30分
3. 目的
外部セミナー参加を通じ、当社「高級冷凍食品（寿司・刺身用プレミアムセット）」生産ラインの効率化・品質向上策を学ぶ。
具体的には、最新IoT予知保全技術と自動化ロボット導入事例を吸収し、自社工場3拠点（茨城・愛知・福岡）の不良率低減（目標0.3%）と生産性20%向上に向けた具体施策を立案することを目指しました。
4. 面談者・参加者
· セミナー講師：株式会社○ 技術顧問　○○様
· 協賛企業ブース担当：同社 生産部長　○○様
· 他参加企業：○食品など20社担当者
· 当方出席者：製造部生産管理課長　○○（私）
5. 結果
セミナーは基調講演1時間＋分科会3セッション＋ブース交流の充実プログラムで、大変有意義でした。主な収穫は以下の通りです。
· IoT予知保全デモ体験：温度・湿度センサーで冷凍庫・包装機故障を48時間前に検知するシステムを実演。弊社ライン適用でダウンタイム30%削減効果を確認し、導入見積もり（5000万円）を即時取得。
· 自動化事例共有：協賛企業ブースで日本ハム流「寿司自動巻き・鮮度検査ロボ」を視察。生産速度2倍、菌汚染ゼロの実績を学び、自社刺身精密カット・包装工程への横展開可能性を評価。
· ネットワーキング成果：佐藤講師と個別相談（30分）で、冷凍食品特化のカスタム保全アルゴリズム開発を提案受諾。5月合同PoC実施で正式合意。

6. 検討事項
(1)  IoTシステム導入計画
見積もり基に全工場ROI試算（回収期間18ヶ月）を実施し、6月予算申請。段階導入でリスク最小化を図ります。
(2)  自動化ロボット試験運用
協賛企業からレンタルロボ1台を4週間借上げ、愛知工場で実証。成功時は3工場全ライン展開を計画。
(3)  講師とのPoCキックオフ
5月10日までに詳細要件をまとめ、佐藤顧問と週次MTG体制構築。成果を社内共有会で展開し、部員意識向上を促進。
(4)  社内展開とフォローアップ
セミナー資料を部内イントラ公開＋月次勉強会を開催。次回セミナー（7月大阪開催）参加枠5名拡大を上長依頼予定。


以上、ご確認のほどよろしくお願いいたします。


報告者
製造部 生産管理課長　○○
